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学校業務改善事例集 （小学校・中学校編）

～熊本県の公立学校における働き方改革の推進に向けて～

令和6年度(2024年度)学校における業務分析・業務改善モデル構築等業務委託
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１．事例集の作成について

熊本県の

公立学校における

働き方改革の実践

小学校

中学校

高校

特別支援学校

モデル校等における取組実践

熊本の未来を担う子供たちの育成に向け、その子供たちを最前線で支える教職員のウェルビーイン
グの向上を図るため、「熊本県の公立学校における働き方改革推進プラン」を令和6年11月に改定しま
した。

熊本県教育委員会では、これまでの学校の働き方改革の取組や現状等を踏まえ、本プランに基づき、
更なる業務の見直しや負担軽減の取組を推進し、長時間勤務の是正を図っていきます。

本事例集では、令和6年度に実施したモデル事業での取組事例を紹介しています。

業務改善事例集

小学校・中学校編

高校・
特別支援学校編

南関第三小学校（南関町）
松高小学校（八代市）
東間小学校（人吉市）
大畑小学校（人吉市）

御船中学校（御船町）
第四中学校（八代市）

熊本北高校
菊池高校
熊本農業高校

松橋西支援学校

教職員のための

学校業務改善

ハンドブック

＋
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セクション

業務改善実践事例の紹介

（南関町立南関第三小学校）



3 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

南関第三小学校(南関町） 取組概要

教員数
児童数
学級数

14
107

8
（14）
（2）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

基礎調査
教職員アンケート
教職員ワークショップ

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務分担の見直し 校務分掌の分担の見直し

教員業務支援員の活用促進

業務の効率化 会議の見直し（議題の精選）

共有フォルダの活用（ファイルの引継ぎ）

鍵の整理整頓（不要な鍵の処分、整理整頓）

事務室の整理整頓（ラベル表示など）

倉庫の整理整頓

時程の見直し 教材研究のための時間の設定

意識・ワークスタイルの改善 休暇取得の推進（１時間単位での休暇）

南関第三小学校（南関町）
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教職員ワークショップでたくさんの意見が出ました。
南関第三小学校（南関町）
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働き方改革の取組事例

業務分担の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

校務分掌の分担の見
直し

校務分掌の見直しについて話し合
う機会がなかった。

月ごとの活動内容や繁閑状況につ
いての調査を行い、各担当の協力
により校務分掌の業務量を「見え
る化」（定量化）することができた。

「見える化」により、業務の見通し
が持ちやすくなった。
繁忙期の負担軽減に向けて、令和
7年度の分担を工夫する。

教員業務支援員の活
用促進

教員業務支援員への業務依頼は教
頭を通じて行うことにしていた。
業務を依頼している教員が一部に
とどまっていた。

ミニホワイトボードを教育業務支
援員の机上に置き、依頼を記入で
きるようにした。教頭はそれをみ
て、教員業務支援員業務状況を確
認し、必要に応じて調整するよう
にしている。

以前に比べて利用が増えた。
物への記名など、時間がかかる作
業を依頼するなど依頼内容の幅も
広がってきている。

南関第三小学校（南関町）

業務支援員が勤

務する日を見える

ようにして、計画的

に業務依頼ができ

るようにしました。

資料あり

資料あり



6 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

教務

小栁

職員会議資料作成

週報作成（毎週）

年間計画作成

教育課程・カレンダー作成

時数計画

学校経営案・教育計画作成

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

学校経営案・教育計画作成

（チェック作業）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

作品募集計画

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

次年度年間計画作成

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

次年度年間計画作成

職員会議内容周知

職員会議資料作成

月行事作成

週報作成（毎週）

次年度年間計画作成

学級経営案・教育計画見直し

職員会議資料作成

週報作成（毎週）

次年度年間計画作成

4月職員会議資料作成

学級経営案・教育計画見直し

学校行事

小栁

就任式・始業式計画・準備

入学式計画・準備

運動会計画・準備（体育主任

と共に）

前期前半終わりの会・前期後

半始めの会計画

後期前半終わりの会準備

児童発表リハーサル

前期後半始めの会準備
前期終業式・後期始業式計画

前期終業式・後期始業式準備

学習発表会計画

後期前半終わりの会・後期後

半始めの会計画

後期前半終わりの会準備

児童発表表彰リハーサル

卒業式計画

後期後半始めの会準備

後期修了式計画

卒業式計画

学習発表会準備

学習発表会準備

退任式計画

卒業式準備

退任式準備

初任者指導

小栁
校内初任者研修年間計画作成 初任者研修評価提出 初任者研修実績報告書提出 初任者研修評価提出 初任者研修実績報告書提出

学力充実

小栁
学校経営案（学力の分析）

学力向上タイム・はぜのみタ

イム計画

町学力・学習状況調査分析・

対策

学力向上タイム・はぜのみタ

イム計画

全国学力・学習状況調査分析

学力向上タイム・はぜのみタ

イム具体的実践計画

学力向上タイムTT計画

アシストシート印刷

学力向上タイムTT計画 学力向上タイムTT計画 学力向上タイムTT計画

学力向上タイム・はぜのみタ

イム実施

学力向上タイムTT計画

町学力・学習状況調査分析・

対策

全国学力・学習状況調査分

析・対策

学力向上タイムTT計画

学力向上タイムTT計画

知能検査・学力検査

小栁

南関町学力・学習状況調査

全国学力・学習状況調査

荷物確認・配付・集約・発送

南関町学力・学習状況調査

熊本県学力・学習状況調査

荷物確認・配付

南関町学力・学習状況調査

熊本県学力・学習状況調査

集約・発送

国語

小栁

こころピア書道展要項・手本

配付

作品募集周知

こころピア書道展出品準備

作品募集出品準備

書き初め展要項・手本配付

年賀状コンクール提案

書き初め展出品準備

年賀状コンクール出品

特別支援教育コーディ

ネーター

松井

第１回実務担当者会（資料作

成）
第２回実務担当者会（資料作成） 第３回実務担当者会（資料作成）

生徒指導

情報集約担当

松井

「三小のきまり」の作成・印刷 夏休みのくらし作成
第１回生徒指導担当者会議

（資料作成）
冬休みのくらし作成

第２回生徒指導担当者会議

（資料作成）
春休みのくらし作成

第３回生徒指導担当者会議

（資料作成）

地区児童会

松井

登校班名簿の作成（確認）

地区児童会
地区児童会（資料作成） 地区児童会（資料作成）

地区児童会（資料作成）

新登校班名簿の作成（確認）

情報教育

松井

デジタル教科書の更新作業

タブレット管理一覧表の作成

（職員・児童）

新年度更新作業

パスワード変更

タブレット更新作業

図工

松井
作品募集 玉名荒尾図工美術展

人権教育

松田
人権教育年間計画

前期人権旬間提案

人権教育年間計画

人権教育研修

人権旬間

７月授業参観人権学習提案

人権教育レポート提案

絆を深める取組報告

人権教育レポート研修

人権教育校内研修

二町ブロック研究集会

１１月人権公開授業に向けて

日程調整など

１１月人権公開授業計画の提

案

後期人権旬間提案

人権集会提案

１１月公開授業準備

人権公開授業研究会
人権集会シナリオ検討会

人権集会実施

人権フェスティバル準備

人権子ども集会調査

人権フェスティバル

人権教育総括〔校内研修〕

次年度人権教育計画見直し

幼保小中連携

松田
スタートカリキュラム作成 保養小連携年間計画 保養小連絡会 幼稚園・幼稚園訪問

町内スタートカリキュラム見

直し
就学時健診資料作成 体験入学 新１年学習用品準備

【参考資料】 校務分掌の分担の見直し

各担当に４月から３月までの
業務内容を月ごとに記入し、
業務量で色分けしました。

とても多い ：赤
まあまあ多い ：黄
それほどでもない：色なし

南関第三小学校（南関町）
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【参考資料】 校務分掌の分担の見直し

これまでも、忙しい先生を見かける
と、皆さん自発的に協力してサポー
トしてくれていました。
業務の繁忙が見える化されたので、
予め担当人数を多めに設定するなど
の工夫を考えたいと思います。

南関第三小学校（南関町）

64

39

26
36

25 27 30
23

38

25 22

34

0
10
20
30
40
50
60
70
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全業務（月別計）
（ポイント）

（注）全業務（44業務）について、月ごとの

業務の繁忙状況を4区分し、右記のポイントを

付与。全業務のポイントを月ごとに合計して

算出したもの。

［業務の区分とポイント］
３点：とても多い
２点：まあまあ多い
１点：それほどでもない
０点：業務の記載なし
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とても多い まあまあ多い それほどでもない 業務の記入なし

（注）全業務（44業務）について月ごとの繁忙状況を4区分して、月別・4区分

別で業務数を集計した値。
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（注）全業務（44業務）について月ごとの繁忙状況を4区分して、ポイントを

付与。担当者ごとに担当業務のポイントの年間合計を算出したもの。
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働き方改革の取組事例

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

会議の見直し
（議題の精選）

会議の時間が長くかかることが
あった。

職員会議の前に行う「企画会議」の
議題を全教員での検討が必要な議
題に絞り込んだ。（教頭提案→校長、
教務と確認）
「企画会議」の前に行う部会につい
て、連絡で済む事項は議題としな
いことをルールにした。

60分程度を要していた会議が２０
～30分程度で終わることもある。

共有フォルダの活用
（ファイルの引継ぎ）

共有フォルダへのファイルの保存
が個人任せとなっていた。

後任が必要なファイルを見つけや
すくなるように、共有フォルダへの
保存方法の共通理解に取り組んだ。
（情報担当提案）

令和7年度の共有フォルダを作成
し、３月に必要なファイルの保存作
業を行った。

鍵の整理整頓（不要な
鍵の処分、整理整頓）

鍵の本数が多すぎて、必要な鍵を
探すのが大変であった。

不要な鍵を処分し、必要な鍵を見
つけやすいように配置した。

必要な鍵が見つけやすくなった。

事務室の整理整頓
（ラベル表示など）

事務室で保管している備品の場所
等がわかりにくく、必要な物を探
すのに時間がかかっていた。

事務職員がラベルを貼り、物の配
置をわかりやすくした。

事務室で物を探す時間が減った。

倉庫の整理整頓 倉庫に様々な物が置かれている。 用務員に倉庫に保管している物を
調べてもらった。

3月に不要なものを処分した。

南関第三小学校（南関町）

資料あり

資料あり

資料あり

資料あり



9 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

【参考資料】 共有フォルダの活用
南関第三小学校（南関町）

令和６年度中に、令和７年度
のフォルダに４月職員会議資
料や４月行事計画を現担当が
入れるということになってい
ます。
連絡会で情報担当、教頭から
伝えました。これが、令和７
年度のフォルダです。
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【参考資料】 整理整頓

鍵の整理整頓（不要な鍵の処分、整理整頓）

南関第三小学校（南関町）

ラベル表示がある
ので、必要なもの
が探しやすくなり

ました

倉庫の整理整頓

before

after

事務室の棚
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働き方改革の取組事例

時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

教材研究のための時
間の設定

教材研究等について教員間で話し
合う時間が持ちにくかった。

4時間授業の日を月1回設定し、教
材研究について相談しやすい時間
帯を設けることにした。
令和6年度は６日設定することが
できた。

若い教員が教材研究についての相
談がしやすくなった。ベテランの教
員も分掌等の作業時間を確保する
ことができた。次年度も計画的に
設定する。

意識・ワークスタイルの改善

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

休暇取得の推進
（１時間単位での休暇）

１時間単位での休暇を取得する制
度はあったが、利用する教職員が
少なかった。

１時間単位での休暇取得を呼びか
けた。

教職員ワークショップを通じて、時
間についての意識が変わった教職
員がみられた。20～30代の若い
教員が１時間単位での休暇を取得
するようになった。

南関第三小学校（南関町）
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教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
南関第三小学校（南関町）

自分にとって長時間になりがちな業務を知っ
ていて、その削減の取り組みをしていますか。

ほとんどの場合、会議は時間通りに始まり、予定
通りに進められていると思いますか。

児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

あなたは、教員業務支援員に業務を効果的
に依頼できていますか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
南関第三小学校（南関町）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。
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減った 変わらない 増えた

69 15 15 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南関第三小学校

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない
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南関第三小学校からのメッセージ

「意識改革からスタート！」
「働き方改革かあ、これだけ業務が増えたら無理ですよね。」昨年までの職員室ではこのような会話が日

常でした。しかし、夏季休業中の校内研修でアドバイザーの研修を受けてから、職員の意識が変わりまし

た。特に「1日30分の勤務時間短縮するために、6つの業務を5分短縮する」というワークショップを行ったこ

とで、自分でも勤務時間を短縮することができるという意識が生まれました。自分の業務の行い方をコント

ロールすると、勤務時間を短縮できるという、自律の考え方やみんなで話し合って変えられるという希望をも

つことができるようになったと感じています。

また、各担任業務や各校務分掌が1年間見通せたら、漠然とした不安からくる「多忙感」が減るのではな

いかと考え、月ごとの業務を一覧表にしました。本年度は作ることで終わりましたが、来年度以降は、職員が

見通しをもって業務に取り組むためのマニュアルのようなものに利用したいと考えています。教員業務支援

員の活用方法を担任の先生方に紹介して、プリント印刷や書類の処分、掲示物の張替え等、担任の先生方

が教員業務支援員を活用できるようになったこともよかったです。

物の整理にも取り組みました。事務室、倉庫を整理しました。ないと思っていたものがあったり、あるべきも

のがないと分かり買い揃えたり、整理をしたことで、物を探す時間がなくなり、ストレスが減りました。鍵の整

理にも取り組み始めました。全部はできていませんが、使われていない鍵を処分するだけでも、鍵を探す時

間とストレスが減りました。

まずは意識改革ができたことが大きな成果だったと思います。これからも無理せず、楽しく続けたいと思い

ます。

南関第三小学校（南関町）
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業務改善実践事例の紹介

（八代市立松高小学校）
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松高小学校(八代市） 取組概要

教員数
児童数
学級数

4４
748
30 

（32）
（6）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

基礎調査
教職員アンケート
学校現場観察

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務の校外移管 学校外トラブルへの対応方針の明確化

業務の廃止・統合・簡素化 通知表の二期制

学級懇談会の見直し（個別相談に変更）

運動会の見直し（半日開催に変更）

業務分担の見直し 校務分掌の業務分担の工夫

学年で協力して授業準備を分担

学年会を活用した業務分担の計画

学校ボランティアの活用

業務の効率化 学校ルールの共有（共通実践事項を集約）

時程の見直し 朝会・朝自習の廃止

授業準備や事務処理を行う作業日の設定

意識・ワークスタイルの改善 定時退校推進日の設定

保護者来校時間の調整の推奨

松高小学校（八代市）
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働き方改革の取組事例

業務の校外移管

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

学校外トラブルへの対
応方針の明確化

学校外トラブルについての保護者
からの相談に教員が対応していた。

家庭で解決すべきことなので、保
護者間の調整に教員が入らないよ
うに管理職が教員に指導している。

教員から、当事者間で解決をする
ようにと保護者に伝えている。
内容によっては学校でも情報を共
有し、必要に応じて児童への指導
を行っている。

業務の廃止・統合・簡素化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

通知表の二期制 通知表を年３回（７月、１２月、３月）
出していた。７月に通知表を出す
ために、急いで授業を進めたり、テ
ストを行う必要があった。

通知表を年２回（９月、３月）出すこ
とに変更した。

令和6年度から道徳と総合所見の
記載を下期の年１回にした。

７月の授業をゆとりを持って行え
るようになった。長期休暇等を利
用するなど、通知表作成のための
時間を確保しやすくなった。

学級懇談会の見直し
（個別相談に変更）

授業参観とセットで学級懇談会を
開催していた。参観に来ても懇談
会に参加しない保護者が多くみら
れた。

学級懇談会を廃止して、「情報交
換」の場を設けた。担任に相談があ
る保護者にだけ残ってもらい、相
談に対応する。

学級懇談会のかたちをとる必要が
なくなり、懇談会のための準備作
業の負担が減った。

運動会の見直し
（半日開催に変更）

コロナ禍の前は運動会を１日かけ
て開催していた。

半日開催に変更し、種目を減らし
た。また、応援団の活動を廃止した。

各種目の練習時間が5割程度に
減った。総練習（半日をかけた通し
での練習）や応援団を指導するた
めの時間がなくなった。

松高小学校（八代市）
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働き方改革の取組事例

業務分担の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

校務分掌の業務分担
の工夫

校務分掌の数を減らすことには取
り組んでいるが、業務内容を整理・
共有する取組はしていなかった。

業務内容を管理職が分掌担当に調
査するとともに、改善の提案を求
めた。

管理職が把握できていない分掌担
当の負担があることがわかった。
校務分掌の分担の見直しにつなげ
る。

学年で協力して授業準
備を分担

各教員が全教科の授業準備を行っ
ていた。

各学年の学級数が多いことから、
学年の教員で話し合い、授業準備
を教科ごとに分担することにした。

授業準備が充実し、授業の質を高
めることができた。

学年会を活用した業務
分担の計画

行事計画や教科の準備への見通し
がたちづらく、早めに段取りして取
り組むことができないことがある。

学年会を毎週月曜日に開催。次週
の予定を確認し、授業・行事の準備
を分担している。

行事計画や教科の準備への見通し
がたち、早めに段取りができるよ
うになった。

学校ボランティアの活
用

プール、地区探検など、教員以外
の人手があるとよりよい時がある。

「地域学校協働活動事業」の地域
コーディネーターがボランティアの
確保・調整をしている。

人手が必要な時に、ボランティア
に手伝ってもらうことができる。

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

学校ルールの共有
（共通実践事項を集約）

大規模校特有の様々な仕組みや運
用のルールがあるが、周知・定着を
図るのが難しかった。

松高小共通実践事項「みんなで
ハッピー！」を作成し、教員で共有
した。

転任教員への説明に用いている。
何かあれば、共通実践事項に立ち
戻って考えることができる。

松高小学校（八代市）

資料あり
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【参考資料】 学校ルールの共有（松高小共通実践事項「みんなでハッピー！」）
松高小学校（八代市）

校内研修等での説明内容を８ページにまとめ、
「共通事項」として共有しています。
（内容）
授業、学習規律、家庭学習、タブレット、給食指導、
あいさつ、朝の会・帰りの会、掃除の手順、服装、
屋内での過ごし方、図書室の使い方、屋外での過ご
し方、登下校の仕方、校外での過ごし方
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働き方改革の取組事例

時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

朝会・朝自習の廃止 放課後の作業時間が不足していた。 朝会・朝自習を廃止した。 放課後の作業時間が増えた。

授業準備や事務処理
を行う作業日の設定

授業準備や事務処理を行う作業
時間が不足していた。

授業準備や事務処理を行う「放課
後フリーＤＡＹ」と、事務整理にあて
るための「特設事務整理の日」を設
定している。

時間を生み出したことが、時間の
使い方の工夫につながり、時間外
勤務の減少につながっている。

意識・ワークスタイルの改善

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

定時退校推進日の設
定

時間外在校等時間が多い学校で
あった。

働きやすい職場づくりを進めてい
くための一つの方策として、定時
退勤推進日を2種類（全員対象、個
別設定）を設けている。

定時退勤推進日は、自分の働き方
や仕事の進め方を見直すチャンス
の一つと考えている。うまく活用し
ている先生もいる。

保護者来校時間の調
整の推奨

保護者が来校されるときに、時間
外となることが多い。

保護者と来校時間を調整する時に、
勤務時間内の来校が可能かどうか
を相談することを推奨している。

勤務時間外の来校となることもあ
るが、調整を試みることで時間外
の来校が減ることがある。

松高小学校（八代市）

資料あり

資料あり
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【参考資料】 授業準備や事務処理を行う作業日の設定

●放課後フリーＤＡＹ
毎週火曜日を全学年５時間（14：45

下校）とし、授業準備や事務処理を行
う放課後フリーＤＡＹとしています。
会議等は行わないこととしています。
（作業時間120分を確保）

●個人定時退勤推進日の設定
火・金曜日の全教職員対象の定時退

勤推進日に加え、月・木曜日を個人定
時退勤推進日とし、職員には個人レベ
ルで定時退勤に大いにチャレンジして
ほしいと伝えています。

●特設事務整理の日
土日前後で３連休となる金曜日を４

時間授業（給食後下校）とし、午後を
事務整理にあてるための「特設事務整
理の日」としていまする。定時退勤日
ともなっています。令和６年度は年５
回実施しました。

松高小学校（八代市）
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教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
松高小学校（八代市）

学校独自のルールや決まりごとがわかりやす
く周知されていると思いますか。

残業を含めて、今の労働時間は適当だと思いま
すか。

児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

連携がうまくいかなくて、仕事がやりにくくなるこ
とはありませんか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
松高小学校（八代市）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。

81 19 
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松高小学校

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

63 38 
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松高小学校からのメッセージ

「働き方改革は、学校の安定あってこそ」
本校では、令和４年度に日課の見直しを行い、まずは、学級事務や教材研究などの業務

を行う時間を生み出すことからはじめました。同時に、通知表の二期制導入など、業務の見

直しと負担軽減に取り組みました。このように、具体的な方策を講じていくことで、職員の働き

方に少しずつ変化が見られ、年々超過勤務時間も減少してきています。

このような取組と合わせて大切にしてきたことは、落ち着いて学ぶことができる学校にする

ということです。本校では、「当たり前のことが当たり前にできる」ことの大切さを繰り返し児
童に伝えてきました。挨拶や靴並べ、整理整頓といった当たり前のことを全職員が大切にし

て、同じ指導をしていくことで、学校は落ち着き、生徒指導や保護者対応などの業務が減少

していきました。

働き方改革は、このような学校経営が土台となってこそ実現していけるものと考えていま

す。

今回、このような機会をいただき、改めてこれまでの取組の成果や課題を見直し、新しい

視点からの助言をいただくことができました。今後も、職員の声を大切にしながら、業務改善
に取り組み、児童と向き合う時間と心のゆとりを生み出していくことで、さらに学校が落ち着

いていくというよい循環をつくっていきたいと思っています。

松高小学校（八代市）
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業務改善実践事例の紹介

（人吉市立東間小学校）



26 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

東間小学校(人吉市） 取組概要

教員数
児童数
学級数

27
300
17 

（28）
（5）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

基礎調査
教職員アンケート
学校現場観察
教職員ワークショップ

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務分担の見直し 校務分掌の分担の見直し

業務の効率化 会議の見直し（議題の精選など）

共有フォルダの活用（ファイルの引継ぎ）

職員室の整理整頓

時程の見直し 時程の見直し（5時間授業の日を計画的に設定）

意識・ワークスタイルの改善 昼休みの委員会活動の見直し

東間小学校（人吉市）
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教職員ワークショップでたくさんの意見が出ました。
東間小学校（人吉市）
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働き方改革の取組事例

業務分担の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

校務分掌の分担の見
直し

校務分掌と委員会の担当者の整合
や負担感の偏りに課題があった。

校務分掌の業務内容と月別での業
務量を調査し、校務分掌の業務別
業務量を「見える化」した。

業務発生時期などを考慮し、次年
度の分担を見直す。

東間小学校（人吉市）

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

会議の見直し
（議題の精選）

会議が予定通りに進行しないこと
があった。

会議の議題を意見交換が必要なも
のに絞るなど精選した。内容に
よっては、teamsを用いて周知す
ることにした。

議題の精選等により、会議は予定
通りの40分以内で終わるように
なってきている。

共有フォルダの活用
（ファイルの引継ぎ）

共有フォルダのデータが探しにく
い、古いファイルが削除されてい
ないなどの課題があった。

共有フォルダの利用ルール（廃棄
含め）を作成し、古いファイルを削
除した。

利用ルールに沿って、年度末に
ファイルを保存した。

職員室の整理整頓 共用棚の上などに様々な物が置か
れていた。

不要物の処分を呼びかけた。 不要なものが処分された。

資料あり

資料あり
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氏名
一覧
番号

校務分掌
校務業務内容

はみ出しても構いません
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 総計

(例)88 (例)防災主任

・防災計画（教育諸計画）・避難訓練（大雨）計画、
実施・防災主任研修会・避難訓練（不審者）計画、実
施・シェイクアウト訓練・避難訓練（地震）計画、実
施

1 2 0 1 1 2 1 0 1 1 1 0 11

0

0

0

0

0

0

0

0

※「一覧番号」は、別シート「R6校務枠個人」の「No」を入力してください。
※「校務分掌」は、別シートの「第1階層」でも「第2階層」でも、まとめてかまいません。また、同様の業務（副査等）の場合、片方は「空欄」でお願いします。
※「校務業務内容」には、今年度取り組んだことを入力してください。（なければ空白で構いません！）
※「業務量」については、各月において３段階で記入してください。
 （　２：その月において業務が多い　１：その月においてある程度の業務がある　０：その月において業務ほとんどなし  ）

令和６年度　校務分掌　業務量確認表

目的：今年度の業務を集約することで、次年度の校務分掌分担において”職員間のバランス”を考慮できるようにする。

【参考資料】 校務分掌の分担の見直し

各担当が校務業務内容を記入するとともに、
業務量を３段階で記入しました。合計24点満点
で業務量の違いを見ます。

２：その月において業務が多い

１：その月においてある程度の業務がある

０：その月において業務ほとんどなし

東間小学校（人吉市）
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【参考資料】 共有フォルダの活用 （共有フォルダの使用・引き継ぎについて（案））
東間小学校（人吉市）
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働き方改革の取組事例

時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

時程の見直し
（5時間授業の日を計
画的に設定）

作業時間が不足していた。 事務作業時間を確保するために、
5時間授業の日を計画的に設定す
ることにした。

5時間授業の日を年間6回設定し、
年間指導計画や年間行事予定表に
位置付けた。

意識・ワークスタイルの改善

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

昼休みの委員会活動
の見直し

昼休みの委員会活動のため、教員
が昼休憩をとりにくい状況がみら
れた。

昼休みの委員会活動の内容を確認
したところ、活動を計画的に行うこ
とで、昼休みの活動が減らせるこ
とがわかった。

児童の主体性を伸ばしつつ、限ら
れた時間の中で見通しを持った委
員会活動となるように、委員会担
当の教員が指導することとした。

東間小学校（人吉市）
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【参考資料】 時程の見直し
東間小学校（人吉市）

月 火 水 金

健康観察  ・朝の会

移動・準備

移動・準備

移動・準備

移動・準備

令和７年度　日課・週時程
木

健康観察  ・朝の会
東間タイム
8:15～8:30

1 １校時　　　８：２０～９：０５

１校時
8:35～9:20移動・準備（１０分）

2 ２校時　　　９：１５～１０：００

２校時
9:30～10:15移動・準備（１０分）

3 ３校時　　１０：１０～１０：５５

３校時
10:25～11:10移動・準備（１０分）

4 ４校時　　１１：０５～１１：５０
４校時

11:20～12:05

給
食

給食　　１１：５０～１２：３０
給食

12:05～12:45
昼
休
み

昼休み　１２：３０～１３：１５
昼休み

12:45～13:30

むし歯予防
うがい

13:30～13:40

5
５校時

13:40～14:25
移動・準備

５時間授業の場合は、

出藍タイム・下校指導後14:50

下校

移動・準備
５時間授業の場合は、

出藍タイム・下校指導後14:50

下校

移動・準備
５時間授業の場合は、

出藍タイム・下校指導後14:55

下校

6
６校時

１４：３０～１５：１５ ６校時
14:35～15:206校時

委員会活動
クラブ活動

14:50～15:35

出藍タイム
１５：１５～１５：３０ 出藍タイム

15:20～15:35下校指導
１５：３０～１５：４５

事務整理
15:35～

下校指導
15:35～15:50

放
課
後

事務整理
１5：45～

夕会

16:00～16:15

児童理解

16:15～16:20

　学年会

16:25～

事務整理
15:50～

下校指導
１４：１０～１４：２

５

５校時
１３：３５～１４：２０

５校時
１３：３５～１４：２

０

出藍タイム
１４：２０～１４：３

５

下校指導
１４：３５～１４：５

０

職員会議
及び

校内研修
14:30～15:30

校内委員会等
15:40～16:10

定時退勤
（１７：３０）

５校時
１３：２５～１４：１

０

掃除・準備・移動
１３：１５～１３：３５

掃除・準備・移動
１３：１５～１３：３

５

移動・準備
１３：１５～１
３：２５

東間タイム

①全校集会

②読み聞かせ

③あいだっ子集会

④読み聞かせ

＜水曜日＞

15:40～16:10
第1：校内安全衛生委員会

第2・3：校内委員会

①特別支援教育推進

委員会

②いじめ不登校対策委員会

生徒指導推進委員会

③人権教育推進委員会

④部会

研究推進委員会

第４：学年主任会

むし歯予防うがいがな
い場合は、教室の簡単

な掃除など学級裁量

タクシー下校便

５時間授業後

１５：００

※水曜日 14:30

６時間授業後

１６：００

令和7年度の日課です。

水曜の会議研修の開始

を早め、定時退勤しや

すくします。
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教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
東間小学校（人吉市）

学校として、日頃から整理整頓に取り組んで
いると思いますか。

校務分掌は、他業務との重複が無く、必要なこ
とに絞られた内容となっていると思いますか。

児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

学校として、日頃からデータの整理整頓に取り
組んでいると思いますか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
東間小学校（人吉市）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。

48 52 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東間小学校

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

33 48 19 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東間小学校

減った 変わらない 増えた
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東間小学校からのメッセージ

ピンチはチャンス、心を合わせて「チーム東間」
本校は、昨年度末の教職員人事異動により大幅な職員の入れ替わりがあり、新しく赴任した職員にとって
は分からないことばかりで「ピンチ」の状況でした。今回の業務改善実施に当たり、全職員による「業務の
中での困り感や違和感」の洗い出しから取組を進め、出てきた意見を基に短期的、中期的、長期的に実施
できるものを分類、整理し、「できること」から取組を始めました。

また、学期毎に、働き方改革におけるスローガンを掲げ取組を進めてきました。１学期は「限られた時間の
中で生産性のある働き方を」、２学期からは、本事業に取り組むことで「『できること』を意識すること」、３学
期は「『見通し』を踏まえ、『次の行動』をいち早く起こすこと」と、抽象的なスローガンから具体的なものへ
と変化し、職員の姿からも個人から組織で取り組む意識が高まってきたように思います。職員室では、学年
主任や各部長等を中心に話し合いをしている姿がよく見られます。厳しい業務状況の中にも、明るく元気な
声が響きわたっています。

東間小学校（人吉市）

改めて、働き改革とは、職員一人一人のモチベーションの向
上と、その土台となる安心して自分自身を表出できる「チーム」
としての職場環境づくりにあると思いました。

まだまだ、取組半ばであり、改善すべき点も多々ありますが、本
事業をとおして、「ピンチ」であった学校に「チャンス」を与えて
いただいたことに感謝申し上げます。

なお、３月２１日、卒業生を送り出した後の職員写真がありま
す。全員が満面笑顔の「チーム東間」の写真です。次年度も、
職員の笑顔、また、その先には子供の笑顔があることを想い、本
事業で御指導、御助言いただきましたことをもとに、引き続き業
務改善に取り組んで参ります。
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セクション

業務改善実践事例の紹介

（人吉市立大畑小学校）
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大畑小学校(人吉市） 取組概要

教員数
児童数
学級数

11
56
７
（２）
（１）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

基礎調査
教職員アンケート
教職員ワークショップ

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務の校外移管 水泳授業の民間委託

ＰＴＡ業務の見直し（保護者に移管）

業務の廃止・統合・簡素化 授業参観の見直し（回数減）

掃除方法の見直し（時間の使い方の改善）

給食時の放送の見直し（放送時間の短縮）

業務の効率化 会議の見直し（開始時間の工夫）

teams活用の工夫（チャネルの設定）

学級通信の見直し（共通内容の文案提示）

学校ルールの共有（家庭向けの一覧作成）

時程の見直し 時程の見直し（午前中5時間の導入等）

金曜日午前5時間授業の導入

意識・ワークスタイルの改善 定時退勤日のネーミング募集

その他 学校改革委員会の設置

「教頭だより」を用いた情報共有

大畑小学校（人吉市）
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教職員ワークショップでたくさんの意見が出ました。
大畑小学校（人吉市）
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働き方改革の取組事例

業務の校外移管

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

水泳学習の民間委託 プールが老朽化し、漏水するなど
施設・設備の管理が教員の負担と
なっていた。

教育委員会に相談し、令和7年度
から民間のスイミングスクールに
水泳学習を委託することとなる。

施設・設備の管理における教員の
負担がなくなる。児童も専門のイ
ンストラクターによる水泳指導が
受けられる。

ＰＴＡ業務の見直し
（保護者に移管）

ベルマーク回収やＰＴＡ新聞（年度
末に1回発行）の作成が教員の負
担となっていた。

ＰＴＡ会長に相談し、見直しの内諾
を得た。関係専門委員会が次年度
の活動の在り方を検討した。

教諭から保護者にベルマークの作
業を移管する。ＰＴＡ新聞の内容を
削減し、関連する会議も減らす。

業務の廃止・統合・簡素化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

授業参観の見直し
（回数減）

学期末参観とフリー参観を同一月
に開催することがあった。

開催日が同一月にならないように、
日程を変更した。

授業参観に伴う教員の負担が減っ
た。

掃除方法の見直し
（時間の使い方の改
善）

縦割掃除で毎回ふりかえりをする
ため、掃除にあてられる時間が短
くなっていた。

月初めと月末に打ち合わせの時間
を取ることに変更した。

掃除に充てられる時間が増えた。

給食時の放送の見直し
（放送時間の短縮）

給食時間の放送内容が多いため、
放送委員が時間内に給食を食べ終
われないことがあった。

連絡事項の文章を短くした。 時間内に食べ終えられるように
なった。

大畑小学校（人吉市）
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働き方改革の取組事例

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

会議の見直し
（開始時間の工夫）

帰りの会終了後の会議が定刻通り
に開始できないことがあった。

会議の開始時刻を帰りの会終了後
の10分後に変更した。

定刻通りに会議を開始できるよう
になった。

職員会議に60分かかることが
あった。

1週間前に会議資料を事前共有し、
説明事項をポイントに絞った。

会議時間が短くなり、30分で終了
することもある。

teams活用の工夫
（チャネルの設定）

お知らせと作業依頼のメッセージ
が混在してわかりにくかった。

目的別のチャネルを設定した。
連絡事項（口頭説明なし）
ミーティング（口頭説明あり）
依頼事項

目的別に投稿するチャネルが設定
され、見落とすことが減った。

学級通信の見直し
（共通内容の文案提
示）

全学年共通の連絡事項を学年通信
に載せるための文章を、各学年の
担当がそれぞれ作成していた。

全学年共通の連絡事項について、
担当者が文案を提供することにし
た。

文案をそのまま学年通信に載せら
れるため作成負担が減った。お知
らせの文章を全学年で統一できた。

学校ルールの共有
（家庭向けの一覧作
成）

学校のルールがまとめられた資料
がなかった。

学校のルール（生活・学習・その他）
を保護者と共有するために、「まる
わかり大畑小」をＡ3サイズ1枚に
コンパクトにまとめて作成した。

ラミネート加工し、各家庭に配布。
冷蔵庫に貼っておくなどの活用を
保護者に依頼。
来年度の就学時健診の時の保護
者への説明でも活用した。

資料あり

大畑小学校（人吉市）
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【参考資料】 学校ルールの共有 （「まるわかり大畑小」の作成）
大畑小学校（人吉市）
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時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

時程の見直し
（午前中5時間の導入
等）

放課後の作業時間を増やしたかっ
た。

休憩時間を短縮するなどして、通
常日課の下校時間を20分繰り上
げた。

放課後の作業時間が増えた。職員
からも好評である。

金曜日午前5時間授業
の導入

放課後の作業時間を増やしたかっ
た。

給食センターや学童クラブ、放課
後等デイサービス事業所と調整し
た。給食センターでは試験走行を
して給食を想定時間に届けられる
かどうかの検証をされた。実施曜
日については、教員から意見を聞
き、金曜日に決定した。

令和6年11月から午前中5時間の
日課を週1回金曜日に実施してい
る。下校時間が15：55から
15：05へと5０分繰り上がった。
職員からも好評である。

意識・ワークスタイルの改善

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

定時退勤日のネーミン
グ募集

定時退勤日が形骸化していた。 みんなで楽しんで帰りたいとの考
えから、定時退勤日のネーミング
を募集した。職員による投票を行
い、「Ｇｏ home 日（ごほうび）」
に決定した。毎週金曜日に大型モ
ニターに表示し、定時退勤を促して
いる。

令和6年11月から金曜日が午前中
5時間の日課になったこともあり、
毎週金曜日は17時に施錠ができ
る状況となっている。午後に休暇
を取る教員もみられる。

働き方改革の取組事例

資料あり

資料あり

大畑小学校（人吉市）
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【参考資料】 金曜日午前5時間授業の導入
大畑小学校（人吉市）
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【参考資料】 定時退勤日のネーミング募集
大畑小学校（人吉市）
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その他

事例 経緯 取組内容

学校改革委員会の
設置

令和6年4月に校長と教頭が赴任
し、しばらく教員の働き方を観察し
ていた。管理職で協議し、働き方
改革に取り組むことにした。

「学校改革委員会」を開催している。

メンバー構成：校長、教頭、教務主任、養護教諭、事務職員
議題 ：保健衛生、業務改善など
開催頻度 ：毎月１回（10分程度）

「教頭だより」を用
いた情報共有

教頭が前任校において、教職員へ
の周知の方法として「教頭だより」
を発行していた。

教職員との情報共有のために「教頭だより」を発行している。
テーマの一つとして「働き方改革」をとりあげ、次のような情報を発信・
共有した。

6月 「大畑小版、働き方改革」を一緒に考えましょうと呼びかけ
（定時退勤日のネーミング募集の告知含む）

7月 定時退勤日のネーミング選挙の結果のお知らせ

8月 教職員ワークショップを受けた改善方針の提案

9月 教職員ワークショップを受けた改善方針の提案（その２）
(金曜日午前5時間授業の日課の周知含む）

働き方改革の取組事例

資料あり

大畑小学校（人吉市）
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【参考資料】 教頭だより
大畑小学校（人吉市）



47 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
大畑小学校（人吉市）

あなたは、教材研究などに充てる日程は、事
前に計画できていますか。

残業を含めて、今の労働時間は適当だと思いま
すか。

児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

職場では同僚の中に決めごとを守らない人が
いると思いますか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
大畑小学校（人吉市）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。
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大畑小学校からのメッセージ

「職員の元気と活力が児童の学びを支える」
本校は、全児童56人(R6.5.1時点)の小規模校である。職員数が少ないため、一人がいくつもの分掌を

担当しなければならない。職員は、児童や保護者に誠実に向き合い職務に真面目に取り組む集団である。

昨年度の超過勤務時間平均は、月により異なるが、一人当たり30時間から50時間弱である。

このような現状に鑑み、業務を可能な範囲で整理し時間を確保すること、見通しを持って仕事ができるよう

な仕組みを整え負担感を軽減すること、互いに声を掛け合い元気に職務に取り組む同僚性と協働性が高

い職員集団を実現することを狙って、取り組むこととした。

｢働き方改革に向けての教職員ワークショップ｣で顕在化した職員の思い等を具現化していく過程で、職員

の働き方に対する意識が変わってきたと感じる。外部機関やＰＴＡとの協議が必要なものは管理職が行い、

担当者に任せられるものは任せ、日課案等は学校改革委員会で更に協議する等、役割を明確にしながら

全職員で具体的に進めてきた。17時施錠の日「Go home 日!!（ごほうび）」のネーミングも、選挙を通じて

みんなで楽しみながら行えたと感じている。

今年度の超過勤務時間平均は、一月一人当たり平均10時間から30時間程度、昨年度に比べ大きな減

少である。あの手この手で職員の発想を取り込み、楽しみながら一緒に仕組みを整えてきたことが成果につ

ながったと感じている。

児童生徒の学びを支えるのに、職員の元気と活力は欠かせない。職員が、笑顔で元気に働くことができる

職場環境を整えていくことが、児童生徒の育ちにつながるものと考える。今後も、全職員で知恵と力を合わ

せ、より良い職場環境を築いていきたい。

大畑小学校（人吉市）
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業務改善実践事例の紹介

（御船町立御船中学校）
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御船中学校(御船町） 取組概要

教員数
生徒数
学級数

37
487

19

（42）
（7）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

基礎調査
教職員アンケート
学校現場観察

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務の廃止・統合・簡素化 校則の見直し

通知表の所見欄の廃止

文化祭の内容及び開催曜日の変更

業務分担の見直し 部活動顧問の分担の工夫

部活動指導員の配置

業務の効率化 学校用グループウェアの活用推進

時程の見直し 時程の見直し（始業時間の繰り上げ等）

事務整理の時間確保（定期テスト期間）

部活動の終了時間の繰り上げ

意識・ワークスタイルの改善 時差出勤の導入

御船中学校（御船町）
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働き方改革の取組事例

業務の廃止・統合・簡素化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

校則の見直し 校則を細かく定めていたことから、
生徒指導にあたって、校則に沿っ
て細かなことまでを指導する必要
があった。

生徒会とともに、靴や髪型、下着の
色などの校則を見直した。

校則を見直したことで、生徒指導
に充てる時間が減った。
細かな点検に事案を費やす必要
がなくなるとともに、生徒と教師
の人間関係が良好になった。

通知表の所見欄の廃
止

所見欄に記入する文章の作成に時
間を要していた。

令和4年度に通知表の所見欄を廃
止した。

教員による所見欄の記入内容の
作成と、管理職による点検作業が
なくなった。

文化祭の内容及び開
催曜日の変更

劇をするための準備に時間がか
かった。
土日開催のため、クラブチームに
入っている生徒が合唱の本番に参
加できないことがあった。

令和６年度は平日に開催し、令和７
年度からは、平日開催に加え、内容
も「合唱コンクール」だけに絞り込ん
で実施することとした。

開催曜日を平日に変更することで
生徒全員が合唱に参加できるよ
うになった。
教育課程上も、振替休業日を設
定する必要がなくなった。

御船中学校（御船町）
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働き方改革の取組事例

業務分担の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

部活動顧問の分担の
工夫

部活動の顧問が１人体制となって
いた。土日の休みが取りにくい教
員がみられた。

1人で部活動の顧問を務めるのは
負担が大きいとのことから、主担
当と副担当を設けることにした。

教員（顧問）が２人で補完し合いな
がら指導するため、休養も取りや
すくなった。

部活動指導員の配置 休日に部活動を指導していて、休
みがとれていない教員がみられた。

部活動指導員を配置した。 休日の部活動指導を、部活動指導
員に任せることで、 顧問の教員が
休日に指導する必要がなくなり、
休養を取ることができるように
なった。

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

学校用グループウェア
の活用推進

出勤簿への押印や、出張や年休の
申請を紙で行っていた。申請状況
の確認がしづらいため、申請が遅
れることもあった。

教育委員会による取り組みにより、
導入された学校用グループウェア
の活用を推進した。

紙媒体で行っていた各種申請を電
子申請・電子決裁に変更すること
で、申請状況の確認も容易になっ
た。また決裁もスムーズになり、職
員の負担も軽減した。

御船中学校（御船町）
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時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

時程の見直し（始業時
間の繰り上げ等）

令和5年度は1校時の開始
時間を８：５０としていた。
定時内の作業時間が不足
していた。

令和６年4月から1校時の開始時間を8:30
に繰り上げたが、朝の打合せ時間が不足する
との意見があり、9月からは8:40に変更した。
あわせて掃除の時間を15分から10分に短縮
した。

朝の打合せ時間を確保しながら、
始業時間を繰り上げることがで
き、定時内の作業時間が増えた。

事務整理の時間確保
（定期テスト期間）

採点のための作業時間が
不足していた。

教育課程の編成において、定期テスト期間中
の日課を５時間で編成し、6校時を事務整理
の時間として確保した。

採点時間を確保することができ
た。

部活動の終了時間の
繰り上げ

部活動の終了時間が夏期
19時となっていた。

部活動の終了時間を夏季18時に繰り上げた。 生徒が安全な時間帯に帰宅でき
るようになるとともに、指導者
も時間的な余裕が持てるように
なった。

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

時差出勤の導入 気温の上昇に伴い、部活動
中の熱中症対策が必要と
なった。また、午後の気温が
高く、部活動ができないこと
もあった。

夏休み期間の部活動の時間を２部制（７：
３０～９：３０、９：３０～11:30）とした。
顧問の教員に対して、夏季休業期間中
のみ勤務時間の割り振りを部活動時間
に合わせて変更した。

朝早い時間帯に部活動ができ、熱
中症対策にもなった。
顧問の教員の実質的な業務担当
の時間も適正なものとなり、心理
的な負担も軽減した。

働き方改革の取組事例

資料あり

御船中学校（御船町）

意識・ワークスタイルの改善
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【参考資料】 時程の見直し（1校時の開始時間の繰り上げ等）
御船中学校（御船町）

１校時の
開始時間を
8：40とする
（以前は8:50）

清掃時間を
10分に短縮
（以前は15分）
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教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
御船中学校（御船町）

一日の業務において、あるべき時間配分を
計画したうえで、業務を行えていますか。

教員業務支援員に業務を効果的に依頼できて
いますか。

児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

自分にとって長時間になりがちな業務を知って
いて、その削減の取り組みをしていますか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
御船中学校（御船町）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。
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御船中学校からのメッセージ

「そもそも、なぜ？」を出発点に

私は、以前、生徒から「なぜ中学生の靴下の色は白色と決まっているんですか？」
と聞かれ、答えに詰まったことを思い出します。私たちは、これまで生徒を納得させる
ことができない校則を作っていました。校則だけでなく、「今までやってきたから」と、
行事や生徒会活動などを続けてきたような気がします。

そこで、本校では、生徒が納得できる校則改定を生徒会と一緒に行いました。そ
れをきっかけとして、「そもそも、それは必要なことなのか？」「なぜ、その取組を行っ
ているのか？」という視点をもち、様々な学校行事や諸活動を見直しました。特に、今
回の職員アンケートで明らかになった職員の負担感や学校の課題を中心に、職員
で知恵を出し合いながら課題解決に向けて取り組みました。

まだまだ十分とは言えませんが、これらの取組を通して、職員が「御船中に勤務し
て良かった」と思えるように、ひいては、生徒たちが「御船中の生徒で良かった」と思
えるようになってくれることを期待しています。

これからも、「そもそも、なぜ？」の視点を持ち続けていきたいと思います。

御船中学校（御船町）
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第四中学校(八代市） 取組概要

教員数
生徒数
学級数

27
359

15

（31）
（6）

（ ）は学校教育法第８１条の学級再掲

学校概要

令和6年度の取組

働き方改革の取組事例 （令和6年度）

業務の廃止・統合・簡素化 体育大会の見直し（コロナ禍後も半日開催）

自学ノートと生活ノートの統合

業務分担の見直し 学校ボランティアとの連携

業務の効率化 学校用グループウェアの活用

不登校生徒等のサポートルームの固定化

第２職員室の活用方法の見直し

時程の見直し 時程の見直し（部活動改革後の対応を見据えて）

意識・ワークスタイルの改善 長期休業期間中の当番制を廃止

時差出勤の設定（行事対応時）

第四中学校（八代市）

基礎調査
教職員アンケート
学校現場観察
教職員ワークショップ

業務改善活動の実践

まとめ 教職員アンケート
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教職員ワークショップでたくさんの意見が出ました。
第四中学校（八代市）
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働き方改革の取組事例

業務の廃止・統合・簡素化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

体育大会の見直し（コ
ロナ禍後も半日開催）

コロナ禍において体育大会を半日
開催にした。

コロナ禍後も半日開催を維持しつ
つ、生徒が主体的に行事をつくる
ことを目指したプログラムを検討
した。

儀式的な時間を減らし、演技時間
を確保することができた。生徒の
主体的な行事となり、生徒や教員
にも好評であった。

自学ノートと生活ノー
トの統合

担任は自学ノートと生活ノートの２
冊にコメントを記入し、生徒に返却
している。

令和7年度から2冊のノートを1冊
に統合する。

1冊のノートを見れば、生活と学習
の状況を確認することができるよ
うになる。

業務分担の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

学校ボランティアとの
連携

長期休業明けに宿題を提出してい
ない生徒の対応が教員の負担と
なっていた。

地域学校協働活動推進員に協力い
ただき、学習ボランティアが生徒
の学習内容の定着（宿題への取組
み）をサポートする「地域未来塾」
を、夏休みの終わり頃に開催した。

学校で３日間開催し、３名のボラン
ティアが30名程度の生徒をサ
ポートした。好評であったことから、
3学期の始業式の次の2日間も同
様に開催した。

資料あり

資料あり

第四中学校（八代市）



63 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

【参考資料】 体育大会の見直し

校長・来賓の
挨拶を廃止
生徒会長だけが
挨拶

暑さ対策のため
競技開始時間を
30分前倒し
（8：30開始）

朝食時間が
早まるため
補食タイムを
新設

閉会式の開始を
15分前倒し
（12：20開始）

第四中学校（八代市）
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【参考資料】 学校ボランティアとの連携 （教員へのニーズ調査）

地域学校協働活動本部の
コーディネーター（小中1名）
がボランティア派遣を調整して
くれます。
学校が報告すると、市が謝金支
払い事務をしてくれます。

ニーズ調査票

ニーズ調査結果

第四中学校（八代市）
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【参考資料】 学校ボランティアとの連携 （地域未来塾）

（資料）第四中学校ホームページ

第四中学校（八代市）



66 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

働き方改革の取組事例

業務の効率化

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

学校用グループウェア
の活用

会議の場で情報の周知・共有をし
ていた。朝会の時間が長くなる時
があった。

学校用グループウェアの電子板や
メッセージ機能を活用して情報を
周知することとした。

会議における情報周知のための時
間が短くなった。書類の提出状況
もメッセージの返信履歴により、督
促等がしやすくなった。

不登校生徒等のサポー
トルームの固定化

学校やクラスに入りづらいと感じ
ている生徒の居場所を確保するた
め、その都度部屋を探していた。

令和7年度に特別支援学級の学級
数が１つ減ることから、不登校生徒
が利用する部屋を校内教育支援セ
ンターとして固定化する。

登校の都度、部屋を探す作業が不
要となる。支援員が同室に配置さ
れる予定である。

第２職員室の活用方法
の見直し

職員室内に作業スペースがないな
どの課題があった。

職員室の向かい側にある第２職員
室の活用方策を検討した。

教科の教諭棚やトロフィーなどを
どこに移すのかが課題であり、教
科準備室の有効活用も含めて総合
的に整理することが望ましいとの
判断から、引き続き検討していく。

第四中学校（八代市）
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働き方改革の取組事例

時程の見直し

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

時程の見直し 今年度、昼休みを２５分から３０分
に見直したが、まだ時間が足りな
いとの意見があった。
部活動の地域移行が進むと、他校
に移動して部活動をする生徒も出
てくることが見込まれることから、
部活動改革後の対応を見据えた時
程とする必要があった。

朝自習を廃止し、夕方に「学充タイ
ム」（生徒が主体的に家庭学習の計
画を立てる時間）を設けた。
また、毎日の職員朝会をなくし、休
憩時間を昼３５分、夕方１０分確保
した（火・金曜日に夕会を設定）。
夏期の部活動の終了時間を19：
30から18：30に変更する。

令和6年3月に新しい時程を試行
する。

資料あり

第四中学校（八代市）
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【参考資料】 時程の見直し

１校時の
開始時間を
8：30に揃える

朝自習を廃止し、
帰りの会の後に
「学充タイム」
を新設

夏期の部活動
終了時間を
18：30に変更
（1時間短縮）

教員の休憩時間を給食
（35分）と夕方（10分）
に設定しました。終業時
間までの15分間を情報共
有の時間等に充てるなど
の活用を想定しています。

第四中学校（八代市）
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働き方改革の取組事例

意識・ワークスタイルの改善

事例 Before（課題） 取組内容 After（成果）

長期休業期間中の当
番制を廃止

夏季休業日に教員に当番（朝会司
会、来客対応、水やり、冷房、戸締
り確認等）が割り当てられていた。
研修と重なる、年休が取りにくい
など、職員が負担に感じていた。

夏季休業期間中の当番業務を廃止
することにした。
・朝会を廃止し、校務支援システム
の掲示板での情報共有に変更した。
・教師が行っていた水やりを生徒
会や部活動で対応することにした。
・出勤している職員や管理職で分
担して対応することとした。

研修との調整がしやすくなった、
連休を取りやすくなったなど、職
員からも好評だった。

冬季休業期間中も実施したが、特
段の支障はなかったため、今後も
継続していきたい。

時差出勤の設定（行事
対応時）

行事等のために早く出勤すること
が必要な教員がいた。

行事等のために早く出勤した時は、
時差出勤として、早めに退勤でき
るようにした。

行事等のために早く出勤した教員
は、早めに退勤することができる
ようになった。

第四中学校（八代市）



70 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

教職員アンケート結果 （当初・年度末の２回調査しました）
第四中学校（八代市）

行事や分掌等の役割分担はみんなの納得
のいくやり方で決められていると思いますか。

休日や休暇は満足にとることができますか。 児童生徒と向き合う時間を十分に取れていま
すか。

教職員が作業時間を確保できるように、時程
が工夫されていると思いますか。
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教職員アンケート結果 （年度末に調査しました）
第四中学校（八代市）

あなたは、昨年度に比べて、時間外在校等時間（平日の放課後、土日）
を減らそうという意識は高まりましたか。

あなたは、昨年度に比べて、トータルの勤務時間（平日の放課後、土日、
持ち帰りを含む）はどのように変化しましたか。
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第四中学校からのメッセージ

「潤いと輝きで笑顔あふれる学校」を目指して
これまで「業務改善・働き方改革には、取り組むこと自体に負担感がある」という印象があり
ました。しかし、今回モデル校としての取組を始めるにあたり、ワークショップ等を活用して全職

員で「目的」を共有し、できることから始めたため、無理なく取組を進めることができました。こ

のことにより、単に長時間勤務の是正が目的ではなく、担当する業務の改善・効率化を図るこ
と、一人一人のワークライフバランスとやりがいをもって職務に励むこと、生徒と向き合う時間

を確保することの大切さについて共通認識をもつことができてきました。また、計画的な業務へ

の取組、勤務時間の適切な報告など、タイムマネジメントの意識の高まりが見られました。

管理職として大事なことの一つは、マインドセット（固定された考え方、物の見方）の変更する

ため、自らが率先して仕事を切り上げるなど、業務の効率化を図る雰囲気づくりに努めること
だと考えます。もう一つは、先生方が働きやすい環境を作ることだと思います。管理職として、業

務の適正化（精選・精査）、チームとして学校体制の構築と人員配置の工夫・充実、人材育

成・意識改革などを、ボトムアップとトップダウンのバランスをとりながら進めていく必要がある

と考えます。

生徒の健やかな成長「笑顔」を支える教育活動を進めるためには、先生方一人一人の心身
の健康保持の大切です。先生方が仕事への誇りとやりがいをもって日々の業務に従事できる

よう今後も取り組んでいきたいと思います。今年度、第四中学校での取組みが、業務改善・働

き方改革のヒントになれば幸いです。

第四中学校（八代市）


